
ファンダメンタル分析 
データベースの使い方

1 【時系列】業績・財務分析シート（データスリップ） 
2　FAI銘柄スクリーニングシート（チェックリスト） 
3　財務健全性チェックシート（福田リスト） 
4　小動き・兆し陽線リスト（コラム）

閲覧できる項目とチュートリアル



■ ログインの手順 

■ 用語解説 

■ 業績・財務分析シート（データスリップ）の役割と特徴

1【時系列】業績・財務分析シート（データスリップ）
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・林投資研究所HP（https://www.h-iro.co.jp/）のTOP画面左下の 
 「会員限定サービス」をクリック 
 （表示されていないときは、左側の領域をスクロールして表示） 
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・表示された「会員限定サービス」画面で 
 「ファンダメンタル分析データベース」の 
 「ログインページはこちら」を入力をクリック 

※FAIクラブTOPページのURL（https://fai.h-iro.co.jp/） 
　を直接入力しても同じ画面へ飛びます。 
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・表示された「FAIクラブのページ」画面で 
 「ID」と「パスワード」を入力して、 
 「ログイン」ボタンをクリック 

5



6

・「FAIクラブのページ」下部の 
   「データスリップ会員（データベース会員）」にマウスポインタを 
　  当てると表示されるプルダウンメニューから、 
   「データスリップ（財務業績分析）」をクリック 
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・表示された検索画面で「番号」＝証券コードを入力（事例は1301） 
 「期間」（事例は5年）と「形式」（事例は一覧形式）を選択して 
 「表示」ボタンをクリック 
・「期間」は、「3年」「5年」「7年」「10年」「すべて」が選択可能 
・「形式」は、「一覧形式」と「白鳥形式」が選択可能 
・「銘柄」を入力すると、入力した文字を含む銘柄を20以内で表示可能 
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・1301 極洋の会社予想を含む「業績データ」（上）と 
「財務データ」（下）が時系列で表示される 
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売　上 

営業利益    

　　　　　 　 営業利益＝売上高-売上原価-販管費 

経常利益  

               

変化率(％) 

一株利益 
　　　　　 

　　　　　　  一株利益（一株当たりの利益）＝当期純利益÷発行済株式総数 

一株配当  
　　　　　 

資 本 金

経常利益の変化率。 

当期純利益を発行済み株式数で割ったもの。 
EPS（Earnings Per Share）ともいう。 

配当（配当金）。株式の発行企業から株主に対して支払われ 
る利益の分配。通常、決算期ごとに現金で支払われる。 

法人を設立する際の元手として、発起人が出資した資金。 
以前は、株式会社を設立する場合には1,000万円以上の資本 
金が必要だったが、会社法の施行により現在は1円でも株式 
会社が設立できるようになった。 

売上高。総売上。ある一定の期間（四半期、半期、通期など） 
に、企業が財（商品）やサービスを提供することにより 
稼いだ、売上金額の総額のこと。 

企業の主たる営業活動から生じた利益。売上高から、売上原 
価や販売費などを差し引いたもの。売上高から売上原価を引 
いたものが「売上総利益」（粗利）。 

企業が通常行っている事業から経常的に得た利益のこと。 

経常利益＝営業利益-営業外損益 

業績・財務分析シート用語解説（1）
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業績・財務分析シート用語解説（2）

一株あたり純資産（総資産から負債を引いたもの）。 
BPS（Book-value Per Share）ともいう。一株あたりの株
主資本、あるいは一株あたりの解散価値にあたる。BPSは、
企業の安定性を見る指標のひとつである。 

企業が持っているすべての資産の合計値。「純資産」とは異な
り、返済義務のある資産を含むので注意が必要。総資産をみ
ることで、企業の経営状況や資本の活用状況を把握できる。
「流動資産」（1年以内に現金化できる資産）、「固定資産」
（1年を超えて保有する資産）、「繰延資産」（将来にわたっ
て継続する効果がある一時的な出費）の3つのカテゴリーで構
成される。 

一株資産  

                         一株資産＝総資産÷発行済み株式数 

総 資 産 

有利子負債         企業が返済すべき債務である「負債」のうち、企業が 
　　　　　　　　 金利（利息）を付けて返済しなくてはならないもの。 
　　　　　　　　 借入金、社債、リース債務、割賦債務などが代表的例。 

有利子負債比率 企業の「有利子負債」が、「総資産」に対してどれだけ 
　　　　　　　　 あるかを示す財務指標。この比率が高いほど倒産の危険 
　　　　　　　　 性も高いが、業種業態によって違いがあるのは当然で、 
　　　　　　　　 また積極的な企業活動を行うために有利子負債があるの 
　　　　　　　　 は当たり前だから、画一的に数字を当てはめて論じるこ 
　　　　　　　　 とはできない。 

                         有利子負債比率（％）＝（有利子負債÷自己資本）×100 
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業績・財務分析シート用語解説（3） 

株主資本 　　  もともと「自己資本」と呼ばれていたもので、「資本 
　　　　　　　　 金」「法定準備金」など、株主の持ち分に属する部分。 
　　　　　　　　 株主資本は「償却」の必要がなく、出資に対して支払 
                         う「配当金」も業績に応じて増減できる。 

株主資本比率      「総資産」における「株主資本」の割合。企業財務の 
　　　　　　　　「安定性」「健全性」を示す指標。この比率が高いほ 
　　　　　　　　 ど、投資の安全性は増すが、必要以上に高い場合は、 
　　　　　　　　 事業の効率が悪い（「株主資本利益率」が低い）とい 
　　　　　　　　 うマイナス評価にもなりうる。 

　　　　　　　　 株主資本比率（％）＝（株主資本÷総資産）×100 
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業績・財務データを株価と連動させてわかりやすく整理。上方修正・
下方修正も含め、過去20年の時系列表示が可能。低位株投資の“実践”
に使える超便利ツール。 

【閲覧できる項目】 
■業績データ（単独／連結） 
売上、営業利益、経常利益、一株利益（予想値推移、実績値推移、 
予想変化率、実績変化率）、一株配当（予想値推移、実績値推移） 
■財務データ（単独／連結） 
資本金、一株資産、総資産、有利子負債、有利子負債比率、株主資
本、株主資本比率（実績値推移） 
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業績・財務分析シート（データスリップ）の役割と特徴

■会社予想も含めて、長期間の業績推移を時系列で表示できる 
■表示期間は、3年、5年、7年、10年、すべて（1995年～） 
■これほど長期の詳細な業績推移を時系列表示できる機能は、 
　林投資研究所の「ファンダメンタル分析データベース」だけ 
■時系列で表示することで、業績の変化の兆候を捉えることが可能 
  →株価に織り込まれていない変化も、いち早く察知できる 
  →「業績が上向いてきたのに株価に反映されていない」 
　「業績が鈍化してきたのに株価は高止まりしたまま」など、 
　本格的な株価の「上昇／下落」前に「買う／売る」ことが可能 



■ ログインの手順 

■ 用語解説 

■ スクリーニングシート（チェックリスト）の役割と特徴

2  FAI銘柄スクリーニングシート（チェックリスト）
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・「FAIクラブのページ」下部の 
   「データスリップ会員（データベース会員）」にマウスポインタを 
　  当てると表示されるプルダウンメニューから、 
   「チェックリスト（財務業績一覧）」をクリック 
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・表示された検索画面で「番号」「銘柄」を入力せずに、 
 「価格」を「すべて」、「条件」も「すべて」にして、 
 「表示」ボタンをクリックしてみる 
・「価格」は、「すべて」のほかに「500円以下」「800円以下」 
 「1000円以下」「2000円以下」「5000円以下」が選択可能 
・「条件」は、「十字」「債務超過」「増配復配」「減配銘柄」 
 「6連続陰線」「5連続陽線」「黒転、30％以上増益」 
 「1株資産割込（1株資産比率）」「5期無配」「3期資産増加」と 
  それらの「集計」が選択可能 
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・検索画面で「番号」「銘柄」を指定せずに、「価格」と「条件」を 
 「すべて」にして「表示」ボタンをクリックすると、 
　東証プライムと東証スタンダードの全銘柄のデータが表示される 
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FAI銘柄スクリーニングシート用語解説（1） 

前期確定経常利益 「決算報告書」にもとづいた、前期の経常利益。 
　　　　　      　　業績・財務分析シート「経常利益」の項を参照。 

今期予想経常利益 「会社予想」にもとづいた、今期（当期）の経常利益。 
　　　　　　　　　業績・財務分析シート「経常利益」の項を参照。 

増益比率 　　　「増益率」のこと。前期の経常利益に対して、当期の経常利益が 
　　　　　　　　　どのくらい伸びたかを示す数値で、利益の成長性を示す指標。 
　　　　　　　　　売上高の伸び率である「増収率」とともに、企業の成長性を 
　　　　　　　　　チェックする財務指標のひとつである。　　　　　　　　 

　　　　　　　　　増益率（％）＝（当期経常利益-前期経常利益）÷前期経常利益×100 

株　価 　　 　分析ツール（ファンダメンタル分析データベース）の株価更新 
　　　　　　　  　は原則、毎週末。日々の株価チェックには向いていない。 

一株資産        　業績・財務分析シート「一株資産」の項を参照。 

(一株資産)比率　　企業の株価と純資産の比率を示す指標。「株価」を「一株資産」 
　　　　　　　  　で割った数値。「PBR（株価純資産倍率）」ともいう。株価が 
　　　　　　　  　１株当たり純資産に対して何倍まで買われているかを示す。単 
　　　　　　　　　位は「倍」。株価が割安か割高か、妥当性を判断する目安とし 
　　　　　　　   　て用いられる。 

　　　　　　　　　株価純資産倍率（PBR）＝株価÷１株当たり純資産（BPS） 
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FAI銘柄スクリーニングシート用語解説（2） 

債務超過 

十 字 　　　 

前期配当  

配当予想  

増配復配 　　　 
　　　　　　　　  

5期連続無配       

6連続陰線          

5連続陽線          

3期連続資産増加 

増配＝株主に対して分配する「配当」を増やすこと。 
復配＝無配だった企業が「配当」を再開すること。 

月足で6本以上連続で陰線が続いていること。 

月足で5本以上連続で陽線が続いていること。 

3期連続で「純資産」が増加。 

（5期連続で）無配＝配当がない状況。

会社の「負債総額」が「資産総額」を超えている財務状況。 
「資産」とは会社のプラスの財産で、「負債」とは会社のマ 
イナスの財産。債務超過となると、資産をすべて現金化して 
も負債を返済できない状態なので、「債務超過」は、会社 
の経営危機を示す指標のひとつである。 

月足で、当月の始値と前月の始値が同値、または1円以内。 

業績・財務分析シート「一株配当」の項を参照。 

予想される（まだ支払われていない）配当の額。単位は円。 
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FAI銘柄スクリーニングシート（チェックリスト）

業績・財務データのほか「一株資産（割込）比率」「6連続陰線」 
「30％以上増益」「3期連続資産増加」など、8項目のFAIルールに 
合致する銘柄を機械的にピックアップ。 

【閲覧できる項目】 
■業績・財務データ 
前期確定経常利益、今期予想経常利益、増益比率、株価、前期配当、 
配当予想、増配復配 
■FAIルール検証データ 
一株資産、一株資産比率、債務超過、十字足、5期連続無配、6連続陰線、
5連続陽線、3期連続資産増加 

※月末データによる分析一覧が表示されます。 
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FAI銘柄スクリーニングシート（チェックリスト）の役割と特徴

■非常に手間のかかる銘柄候補選び（スクリーニング作業）が瞬時 
　に終わる 
■便利な機能だが、100％完ぺきではない 
  →チャートの確認作業が必要 
（たとえば「十字」は、底値圏では買いシグナルの可能性があるが、 
　天井圏で出現すれば売りシグナルとなる可能性） 
  →機械的判断なので「取りこぼし」がある 
（例えば月足で「陽線→陽線→十字→陽線→陽線」と推移したとき、 
「5陽線」と判定しない） 



■ ログインの手順 

■ 用語解説 

■ 財務健全性チェックシート（福田リスト）の役割と特徴

3  財務健全性チェックシート（福田リスト）
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・「FAIクラブのページ」下部の 
   「データスリップ会員（データベース会員）」にマウスポインタを 
　  当てると表示されるプルダウンメニューから、 
   「福田リスト（財務健全性一覧）」をクリック 
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・表示された検索画面で「番号」「銘柄」を入力せずに、 
 「市場」を「東証Ｐ（プライム）」、「価格」を「すべて」にして、 
 「表示」ボタンをクリックしてみる 
・「市場」は、「東証Ｐ（プライム）」「東証Ｓ（スタンダード）」 
 「東証PS（プライム＋スタンダード）」「東証PS（除く●）」 
 （旧東証2部を除いたプライム＋スタンダード）が選択可能 
・「価格」は、「すべて」のほかに「500円以下」「800円以下」 
 「1000円以下」「2000円以下」「5000円以下」が選択可能 

※「FAI銘柄スクリーニングシート」にも、市場選択機能を追加しました。 
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・検索画面で「番号」「銘柄」を指定せずに、「市場」を「東証Ｐ」、 
 「価格」を「すべて」にして「表示」ボタンをクリックすると、 
　東証プライム全銘柄のデータが表示される 
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財務健全性チェックシート用語解説（1）

FAI銘柄スクリーニングシート「株価」の項を参照。 

業績・財務分析シート「一株資産」の項を参照。 

FAI銘柄スクリーニングシート「一株資産比率」の項を参照。 

業績・財務分析シート「総資産」の項を参照。 

業績・財務分析シート「株主資本」の項を参照。 

業績・財務分析シート「株主資本比率」の項を参照。 

株　価　　　　　 

一株資産 　　  

一株資産比率  

総 資 産 　　 

株主資本 　　  

株主資本比率  

有利子負債 

有利子負債比率 

発行株式数 

5％株式数

業績・財務分析シート「株主資本比率」の項を参照。 

業績・財務分析シート「有利子負債比率」の項を参照。 

発行済株式数」のこと。会社が定款で定めている株式総 
数のうち、実際に発行した株式で「発行済株式総数」とも 
いう。株式会社において、「普通株式（投資家間で売買さ 
れている株式）」のみを発行する会社では「発行済株式総 
数＝上場株式数」となり、発行済株式総数と上場株式数は 
一致している。 

発行済株式数の5％。大商い（1日の出来高＝約定株式数が 
極めて大きいこと）を判断する目安。 
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財務健全性チェックシート（福田リスト）

低位株投資の最大のリスク、「危ない会社」を見分けるツールを 
証券アナリストが考案。財務の健全性・安全性が一目瞭然。 

【閲覧できる項目】 
株価、一株資産、一株資産比率、総資産、株主資本、株主資本比率、 
有利子負債、有利子負債比率、発行株式数、5％株式数 
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財務健全性チェックシート（福田リスト）の役割と特徴

■証券アナリストが考案した財務の健全性を即座にチェックできる 
 「便利ツール」 
■ただ、「有利子負債比率」など、業種業態によって「適正値」に　 
  バラツキがあるため、単一の「数字」だけで「〇」「×」を判断 
  することはできない 



■ ログインの手順 

■ 用語解説 

■ 小動き・兆し陽線リスト（コラム）の役割と特徴

4  小動き・兆し陽線リスト（コラム）
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・「FAIクラブのページ」下部の 
   「データスリップ会員（データベース会員）」にマウスポインタを 
 　 当てると表示されるプルダウンメニューから、 
   「コラム（小動きリストなど）」をクリック 
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・過去（2008年9月～）のデータも含めた 
 「資料」がリスト表示されるので、 
　直近のデータ（事例は「789資料・2024.05_小動き」） 
　をクリック 
 （画像は、2024年5月現在） 
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・前月末のデータをもとにした、「小動き銘柄」「十字出現銘柄」 
「長大陽線銘柄」「5連続陽線銘柄」が表示される 
・これらのデータ（PDF）は、ダウンロードすることも可能 
（画像は、2024年5月現在） 

小動き銘柄
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十字出現銘柄

・当月の始値と終値の差が1円以内の銘柄 
（画像は、2024年5月現在） 
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長大陽線銘柄

・過去4カ月の値幅を一気に上抜いた銘柄 
 （画像は、2024年5月現在） 
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5連続陽線銘柄

・5カ月以上の連続陽線銘柄 
 （画像は、2024年5月現在） 
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小動き・兆し陽線リスト用語解説

小動き銘柄 

十字出現銘柄  

長大陽線銘柄  

5連続以上陽線銘柄

ヒゲの上下（月の高値と安値の差）が50円以内で実体部分が20円
以内の月を「小動き」とし、それが6カ月以上続いている銘柄。 

当月の始値と前月の始値が同値、または1円以内の銘柄。 

当月の陽線の実体部分が、過去4カ月の変動幅（期間内の高値と安
値の差）よりも大きい銘柄。 

月足で5本以上連続で陽線が続いている銘柄。 
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小動き・兆し陽線リスト（コラム）

買い銘柄選択の決め手となる、「小動き」「十字足」銘柄と 
「長大陽線」「連続陽線」銘柄をピックアップして一覧表示。 

【閲覧できる項目】 
小動き銘柄、十字出現銘柄、長大陽線銘柄、5連続以上陽線銘柄 
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小動き・兆し陽線リスト（コラム）の役割と特徴

■「小動き」「十字」「5連続陽線」「長大陽線」など 
 「買い場の接近」「買い出動」を示唆する４つのシグナルを機械的 
　に抽出してリスト化した、銘柄候補選別「おたすけツール」 
■50円以上800円以下の「東証プライム・東証スタンダード市場」 
　の銘柄が対象（債務超過銘柄の除外はしていない） 


